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死亡災害発生状況(確定値)
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| 休業4日以上の死傷災害発生状況(確定値)
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令和 3年労働災害発生状況 m月末速報値)
※令和3年 1月 1日から令和3年10月31日までに発生した労働災害について、令平日 3年11月8日までに報告があったものを集計したちの
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l T 令和3年労働災害発生状況
※令和 3年 1月l白から令和3年10月31日までに発生した労働災害について、令平日3年11月8日までに報告があったちのを集計したもの

| 休業4日以上の死傷災害 | 
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593人， 21%

直霊園盟主乙
斗盤盟

，その他， 880人，

19% 

交通事故(道路)， 129人，

5% 

藍皇国盟主じ
盟盤盟

まさまれ・巻き込まれ，

283人，10%

動作の反動、
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出典:労働者死傷病報告

( rその他jには新型コロナを含む。)

0休業4日以上の死傷者数増加の原因としては、
.新型コロナ
・転倒災害の増加(主に第三次産業)
-墜落・転落災害の増加(特に道路貨物運送業)
が挙げられる。

0特に転倒、墜落・転落については、 60歳以上の
高年齢労働者の被災が目立つ (41%、30%)。

r10代，7，
1% 

転倒の被災者の年代別集計 墜落・転落の被災者の年代別集計
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職場における新型コロナウイルス感染症の感染防止等

「職場における新型コロナウイルス感染症対策実施のため

~取組の5つのポイント-J

・職場における新型コロナウイルス感染症対策のための5つの対策のポイントを記載0

.事業場には全てのポイントを実施いただくよう求めている。
-労働局及び労働基準監督署において周知・指導を実施している。

口 テレワーク・時差出勤等を推進しています。

口 体調がすぐれない人が気兼ねなく休めるルールを定め、実行できる雰囲気を作って
います。

口 職員聞の距離確保、定期的な換気、仕切り、マスク徹底など、密にならない工夫を
行っています。

口 休憩所、更衣室などの"場の切り替わり"や、飲食の場など「感染リスクが高まる
~5 つの場面~ Jでの対策・呼ひ、かけを行っています。

口 手洗いや手指消毒、咳エチケット、複数人が触る箇所の消毒など、感染防止のため
の基本的な対策を行っています。
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開示請求

送付嘱託

文書提出命令

内初
請求人から行政への昌 ¥ι」ど

訴訟の資料として、災害調査復命書等の開示請求

行政からの開示の結果、請求人等から見て不備等がある場合

判所から行政への嘱託

主に訴訟の資料として、災害調査復命書等の開示
請求

行政からの開示の結果、裁判所から見て不備等がある場合

卦制冊から行政への命令《

主に訴訟の資料として、災害調査復命書等の開示

制作Î
※開示請求の回答に当たっては、訴外の第三者の個人情報等、開示できない情報がある。
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全国労働衛生週間等
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算72回 全国労働衛生週間
(令和 3年10月1日-7日 準備月間 9月1日-30日)

くスローガン>
向き合おう! こころとからだの健康管理

誌協ガおさぬルールとともに み ん な で 守 る 健 康 職 場 戸 ゆ

【目的】

労働者の健康管理や職場環境の改善など「労働衛生Jに関する国民の意識を高め、職場の自主的な活動を促し
て労働者の健康を確保すること

全国労働衛生週間の実施事項
・事業者文は総括安全衛生管理者による職場巡視
.労働衛生旗の掲揚及びスローガンなどの掲示

-有害物の漏えい事故、酸素欠乏症などによる事故など緊急時の災害を想定した実地訓練などの実施
-労働衛生に関する講習会・見学会などの開催、作文・写真・標語などの掲示、その他労働衛生の意識高揚の
ための行事などの実施

準備月間の実施事項
重点事項(11項目)をはじめとして、日常の労働衛生活動の総点検を行う f 昨今以之
【重点事項】

・過重労働による健康障害防止対策 ・石綿による健康障害防止対策
・職場におけるメンタルヘルス対策 ・職場の量動盟盟阻止対策 一
・職場に革主三Eナウイルス感染症の拡大防止に向けた取組 ・治療と仕事の両立支援対策
-労働災害予防的観点からの高年齢労働者に対する健康づくり ・職場における腰痛の予防対策
・化学物質による健康障害防止対策 ¥ ・職場の熱申4苓市対策の推進

・テレワークでの労働者の作業環境、健康確保

労働安全衛生法等に基づく健康診断の実施について

~「職場の健康診断実施強化月間J-

O厚生労働省では、f番手古河を「職場の健康診断実施強化月間Jとし、月間中は
・労働安全衛生法に基づぐ二位重塑健康診断の実施
-その結果についての医師の意見聴取
-その意見を踏まえた就業上の措置の実施の徹底 を事業者に求めている。

ζι ユ一一一ー一 労働界全衛生法に定められた、 労働災害防止のための畳低基準
労働安全衛生法等に基づく健康診断の目的 =事義者の責務

健康診断の種類 | 主な目的

θ団 主動健康診断
一般定期健康診断

10 

@唾盛麟駈ー 一定の有害業務に従事する労働者を対象として、がんその他の重度の健康
障害の早期発見

事業者に対してお願いしていること

健康診断実施機関では、換気や消毒など、新型コロナウイルスの感染防止対策に努めているため、
.新型コロナウイルスによる受診控えをしている労働者への周知
-新型コロナウイルスの影響により健康診断実施機関の予約が取れず、やむを得ず法定の期日まで
に健康診断を実施できない場合は、健康診断実施機関と協議の上、できるだけ早期に実施できるよ
う計画を立てること。
・健康診断を受診する際は、検温等により体調に問題がないことを確認の上、ヲスク着用、手洗工、
等の感染防止対策を行うこと。 聖雄型車
=会広島県内の主要健診機聞を広声労働局ウェブサイトに公開。 額損露
・広島産業保健総合支援センターでは小規模事業場を対象に、医師による健康相談を実施。 臨時陸型
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労働安全衛生法等に基づく健康診断の実施について

~「職場の健康診断実施強化月間J-

~医療保険者から従業員の健康診断の結果を求められた際は御協力ください- 1 医療保険者との連携

、・高齢者の医療の確保に関する法律に基づき医療保険者が行うこととされている特定健康診査に
ついては、一般定期健康診断を既に実施した者については、その記録の提出によりそれを全部文
は一部免除することとなっている。

-特定健康診査の実施対象ではない40歳未満の者についても、医療保険者が事業者から健康診断
の結果を入手し、保健事業に活用することが可能に(令和4年4月1日-)

〈 連援の概念 =:> I 
|実施主体:事業者

定期健繊細則 |目的:労働者の健康管理のための基礎資料、重篤
な疾病の早期発見

実施主体:保険者
目的:生活習慣病の発症・重症化を予防し、医療

費を適正化

※両健診とも、実施主体の法定義務で、項目の多くは同一

事業者と保険者が緊密に連携し、定期健康診断の結果を共有することが必要
3月より、マイナポータルで国民本人が自らの特定健康診査の情報を閲覧できるようになり、連携の必要

職場におけるメンタルヘルス対策

-職場環境の改善のため、ストレスチェック結果の集団分析を行うことが重要。
(広島県内は、ストレスチェックの実施率は高いだ集団分析の実施率は低い(全国比) 0 ) 

・広島労働局で公開している主要健康診断実施機関一覧では、ストレスチェック実施可能な機関

も併せて掲載。

0広島産業保健総合支援センターでは、職場のメンタルヘルス対策などのため、企業への訪問指
導や訪問対応、研修会などを実施(詳細は産業保健総合支援センターから説明。)。
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産業医に関する通達の改正

‘' 
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情報通信機器を用いた産業医の職務の一部実施に関する留意事項!こついて
(令和 3年 3月31日基発0331第 4号(厚生労働省労働基準局長通達，)) 

近年の急速なデジタル技術の進展に伴い、情報通信機器を用いて遠隔で産業医の職務を実施す
ることへのニーズが高まっていること等を踏まえ、情報通信機器を用いて遠隔で産業医の

ャ俊之歩査実態走ることについて、考え方・留意すえ委事項を示し五も~

ぐ 基本的な考え方 〉

16 

.産業 医 は 、 金陸型芸⑥重画面齢に対す砲接指導の到版び嵯魁劃担狸度を
把握するための検杢等主び!てそれぞれの結史に基づζ労働者の健康を保持するための撞:邑 ー企業一
環境維持管理筈予医学l士関まる車問的知識&必要ιオるものを行うことが職務。
-事業者は、情報通信機器を用いた場合においても、事業場における労働衛生水準を損なうこと
がないよう、産業医が産業医学の専門的立場から効果的な活動を行いやすい環境を整備する必
要。
・留意事項に基づき産業医の職務を実施する場合、産業医として選任された事業場以外の場所か
ら遺障主その職務の一部を実施することは差し支えない。

4 
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情報通信機器を用いた産業医の職務の一部実施に関する留意事項について

(令和 3年 3月31日基発0331第4号(厚生労働省労働基準局長通達)) 

〈 共通の留意事項 〉

・産業医の職務のうち、情報通信機器を用いて遠隔で実施することとする職務の範囲やその際の
留意事項等について、衛生委員会等で調査審証を行った上で、労働者に周知することが必要。

・情報通信機器を用いて遠隔で職務を実施する産業医に、連堕i三Aー労働者の健康管理に必要な情
報が円滑に握供される仕組みを構築することが必要。

-情報通信機器を用いて遠隔で実施する産業医の職務について、産業医が必要と認める場合に
は、事業場において産業医が実地で作業環境等を確認することができる仕組みを構築することが
必要。
-産業医が情報通信機器を用いて遠隔で職務を実施する場合においても、事業場の周辺の医療機
関との連携を図る等の体制を構築することが必要。

使用する情報通信機器

-労働者や産業医が容易に利用できるものであること。
-映像、音声等の送受信が常時安定しており、相互の意見交換等を円滑に実施することが可能で
あること。

・取り扱う個人情報の外部への情報漏洩の防止や外部からの不正アクセス防止の措置を講じるこ
と。特に、労働者の心身の状態に関する情報については、技術的安全管理措置を講じること。

情報通信機器を用いた産業医の職務の一部実施に関する留意事項について

(令和 3年 3月31日基発0331第4号(厚生労働省労働基準局長通達) ) 

〈 共通の留意事項〉

18 

・産業医の職務のうち、情報通信機器を用いて遠隔で実施することとする職務の範囲やその際の
留意事項等について、衛生委員会等で調査審謹を行った上で、労働者に周知することが必要。
-情報通信機器を用いて遠隔で職務を実施する産業医に、適時に、労働者の健康管理に必要な情
報が円滑に提供される仕組みを構築することが必要。

-情報通信機器を用いて遠隔で実施する産業医の職務について、産業医が必要と認める場合に
は、事業場において産業医が実地で作業環境等を確認することができる仕組みを構築することが
必要。
-産業医が情報通信機器を用いて遠隔で職務を実施する場合においても、事業場の周辺の医療機
関との連携を図る等の体制を構築することが必要。

使用する情報通信機器

-労働者や産業医が容易に利用できるものであること。
-映像、音声等の送受信が常時安定しており、相互の意見交換等を円滑に実施することが可能で
あること。
-取り扱う個人情報の外部への情報漏洩の防止や外部からの不正アクセス防止の措置を講じるこ
と。特に、労働者の心身の状態に関する情報については、技術的安全管理措置を講じること。

19 



情報通信機器を用いた産業医の職務の一部実施に関する留意事項について
(令和 3年 3月31B基発0331第4号(厚生労働省労働基準局長通達)) 

く 個別の職務の留意事項 〉

-医師による面接指導については、情報通信機器を用いて遠隔で実施することは可能。なお、塞
施する医師が必要と認める場合には直接対面で実施。
-作業環境の維持管理及び作業の管理については、産業医の定期巡視の実施の際は、実地で作業
環境や作業内容等を確認する必要。事業場の作業環境や作業内容等を踏まえ、産業医が追加的に
実地で確認する頻度について検討することが適当。事業場の作業環境や作業内容等に大きな変更
が生じる場合は、産業医が塞並で確認することが適当。
-衛生教育については、情報通信機器を用いて遠隔で実施することは可能。
-労働者の健康障害の原因の調査及び再発防止のための措置については、視覚や聴覚を用いた情
報収集だけでなく、においや皮膚への刺激等嘆覚や触覚による情報を得る必要もあるため、屋盟l
として、事業場において産業医が婁地で作業環境等を確認する必要。報告書等の確認で産業医が

実地での確認が不要と判断した場合は実地でなくても可。
-定期巡視については、少なくとも毎月 1回、産業医が塞挫で実施する必要←一
-安全衛生委員会等への出席については、情報通信機器を用いてオジラインで参加することは

可。 \一~

-.. 

情報通信機器を用いた産業医の職務の一部実施に関する留意事項について

(令抑制月31日基鮒3浦 4号(厚生労働省労働基準話通事)) 

くご その他留意事項 二〉

【産業医が情報通信機器を用いて面接指導を実施する際の留意事項】
(令和芝草TI耳1百白蓮発1119第 2号)

---

・使帰す呑機器が7相互に表情等を確認できるものであって、映像と音声の送受信が常時安定
し、かつ円滑であること。
-使用する機器の操作が容易で、情報セキュリティが確保されたものであること。
-情報通信機器を用いた面接指導の実施方法について、衛生委員会等で調査審議を行った上で、
事前に労働者に周知していること。

20 

・面接指導の内容が第三者に知られることがないような環境を整備するなど、労働者のプライバ
シーに配慮すること。
-面接指導時に医師が緊急に対応すべき徴候等を把握した場合に、労働者が面接指導を受けてい
る場所の近隣の医師等を連携して対応するなどの緊急時対応体制が整備されていること。

【情報通信機器を用いて衛生教育を実施する際の留意事項】
(令和3年 1月25日基安安発0125第2号、基安労発0125第 1号、基安化発0125第 1号)

-法令で時間が定められた教育の場合は、当該時間を教育実施者が担保する必要があること 0

・受講者からの質疑を受け、回答できる体制を整えること。
-実技教育については対面で実施すること。

【情報通信機器を用いて安全衛生委員会等を開催する際の留意事項】
(令和2年 8月27日基発0827第 1号)
・対面により開催される場合と同様に、調査蕃議を尽くすことー亦可能であること。 21 



;:t己主呈
同巧ミ

高年齢労働者対策

高年齢労働者の健康確保対策について

二ご〉
-特に商業や保健衛生業をはじめとする第三次産業において働く高齢者が増えており、 60歳以上の雇用者数は過去10年で1.5 
倍。
-労働災害による死傷者のうち、 60歳以上の労働者が占める割合は過去10年で約18%から約26%に0

・特に転倒、墜落・転落災害の発生率が若年層に比べて高く、女性で顕著。

2008年 2018年

~会

葬地写'

年齢別死傷災害発生状況 (休業4日以上)

5.00 

4.00 

3.00 

2.00 

1.00 

0.00 

※労働者1000人当たりの死傷災害(休業4日以上)の発生件数

4.064目。。

3 ダィ守考み ~~-%~<%ø 々々 ~.:y
~~~~~ぷぷぷ~ ~ ~ ~戸.{? ~ ~. 

ω γ 

年齢別死傷災害発生状況 (休業4日以上)灰色が男性、糧が女性

q 
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「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドラインJ ((エイジフレン』江」ーガイドライン)
(令和 2年内13日厚生労働省労働基準局安全衛生部長鞍)

-高齢者を現に使用している事業場やこれから使用する予定の事業場で、事業者と労働者に求められる取組を異体的に示したも
の。
・事業者は、ガイドラインに示された具体的取り組みについて、高年齢労働者の就労状況や業務の肉容等の実情に応じ、実施可
能な労働災害防止対策に取り組む。

23 



( 高年齢労働者の健康確保対策について

c一一一 工イジフレン 巳 一己宣ンにおける主な健康確保対策

ζ 職場環境の改善 コ
・身体機能の低下を補5童備・装置型導入(ハ=-e:
伊1])介護事業場におけるリフト、 ワーアシストスτ
・高年齢労働者の特性を考慮した作業官埋 (グフトー

定に血岳 、涼し雌麟所の設置(=結晶策〕
対策)

例)畠蓋霊盤・惇閣.G1I.去、無理のない作業 』回し慮した作業マニュアルの策定 等

E 高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対応 コ

等

・脳・心臓疾患は加齢に従って徐々に増加するをされており、個々の高年齢労働者の健康や体力の状況を踏まえ、労働時間の短
縮、深夜業の回避などの措置を講じること
-健康や体力の状況は高齢になるほど個人差が拡大されるとされており、ここの労働者の状況に応じ、通話する業務を調整。
.心身両面にわたる健康保持増進措置

例)フレイルやロコモティブシンドロームの予防を意識した健康づくり活動の実施 一一一一一九
高年齢労働者に、身体機能の維持向上の支援 (運動する時間・場所の提供、 AピLーニング機器め配置等)

ζ こ 労働者に求められる事項 コ
・自らの身体機能や健康状況を重fta<.il:::甥し、亀車全盛却臨時』努めること

:332???572zt?iZJ君25f?;ZZ警襲警官4話量議l訓組むこと。

エイジフレンドリーガイドライン関係の支援策

く 工イジフレンドリ命制 〉

・身体機能の低下を補う語・装置の導入等Iこ当たって、そ」建旦低五以頃亙~低い方を補助。
令和 3年度募集は終了。

国盟l回
補助事業者((一社)日本安全衛生コンサルタント会)案内 喧喧~

補助金の活用例 | 苗鰐Z
Oトラック荷台への昇降のためのリヤステップ、サイドステップ等の設置

0ハンドリフト、ホ壬三一ト等の購入
0熱中症予防対策 「 ちiwlhcAl斗下T、

ノ ・事業場内てと 熱又は寒冷な場所での作業を行っている場合、 休忌室にエアコ J の設置
〈二調RV(ただし、高年齢労働者の人数分であって、着替え用の予備は対象外)

0ゴ下護施設等における自動浴槽やリフトの設置
※電動ベッドや車いすなど、被介助者側の負担軽減・介護サービス向上が主目的なものは対象
外。

24 

ただ し、スライディングボードを使用する際に必要となる片肘が外せるなど高年齢労働者の負担
軽減になる車いすは対象。
Q. 山については、新型コロナウイルス感染防止のため、以下の条件を満たす場合は対象
• HEPAフィルタによるろ過式で、かつ風量が5m3/mi n程度以上
・人の居場所から10m2 16暑)稗麿の範囲肉に詩置すること

-空気のよどみを発生させないように外気を取り入れる風向きと一致させること
※交付決定後に購入等す石ことが補助金の交付の条件

25 



エイジフレンドリーガイドライン関係の支援策

くこ 働く高齢者のための安全衛生管理加E8j!ミナム ごご〉

-ガイドラインの開設、具体的な企業の取組事例などの紹介。
全てオンラインで、 9月から 1月まで開催。

受託者((株)労働調査会)案肉

C 中小規模事業場安全衛生サポート事業 コ

形w¥

田監墨田

田両聾冒

負ま労働災害防正章含に所属する安全衛生の専門家が、中小規模事業場の安全衛生対策について無料で診断の

上本間約時?お得?錯誤徹底… 聴器
中央労働災害防止協会案内 功

〈二二 高年齢労働者安全衛生対策機器実証事業 ニニ〉
-普及が進んでいない高年齢労働者安全衛生対策について、その効果を実地で検証し、その結果を公表(=実証)
・委託先(=実証機関)が高年齢労働者安全衛生機器の実証対象を募集し、有識者会議により選定。

-選定された機器について、機器の製造者等と協力し、実地で効果を検証し、結果を報告書として厚生労働省HPで
公表。

令和2年度成果のページ =辛

蓄量 26 

転倒災害防止対策について

27 



| 転倒災害防止対策について〈概略)

。事業場内での転倒防止対策
・段差等の解消、生三の徹底

45 (整理・整頓・清掃・清潔)

ソ危険箇所の「見える化jの推進

・安全な歩き方、作業方法の推進

・作業内容に適した保護具の着用の推進

冬季ザにおける対
.気議情報を活用したリスクの低減
危険マップの作成等
冬季に入る前に準備することが重要。

0高年齢労働者対策
.高齢の女性労働者が多い事業場においては
重点的な注意喚起

~ .、

一ー「

*"1 

転倒災害の冬季における発生割合 「

年間鵬…の

年闇の40q，怖b以上=斗今 8府県

(期間:平成29年1 ~3月及び12月)
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=今これらの特徴を踏まえた対策が必要
転倒災害を減らすことにより、労働災害

自体ち大幅に減らすことになる。
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魁髄醤輔歯畠瞳謹霊謹盟理里謡歯髄醤魁J
l従業員が安全安心して働くために|

明 生労働省叫=---

理・盤頓
清掃・清潔

車問耐のホームペーシ 国滋聞
で4$(盤増・静@・宵 E軍強~i5
掃・滑JI)の克浩司E公欄し 空費場呈耳石Z
ています. 担 Fご官民~J

‘.， 
総壇場鳴のd!常事のため

に、工イシフレシドゾー冊
A~til聖ご活用くだdい.

| 転倒の帯主湾蹴ょう11
チェック項目 口

1 通路、 階段、出口に物を紋盛していまぜんか 口

2 
床の水たまりや氷、油、粉頬などは放置ゼず、 口その節度取り除いていますか

一 回 トーーーー

3 
通銘や階段を安全に移動できるように十分な明る ロさ{照度)力lliiil草されていますか

トー
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選んでいますか

転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周知し
し「J寸 l 

5 ていますか
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]ι一l
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ポケットに手を入れたまま歩くことを ロ禁止していますか

トーー
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必要なものと不要なものを区分し、不要、不急なちのを取
り除くこと。
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つでち使える状態に、容易に取り出せるようにしておくこ
と。
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うにすること。
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した状態を続けることと、作業者自身ち身体、服装、身の回
りを汚れのない状態にしておくこと。

=今作業場所での物の置き方、
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要。

清掃の方法など、事
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転倒災害の基本的な防止対策

の改
らず寵れない揖ø~かげで慎壇 t

手すりの信・¥'!tH をat修して安心 t

......、回

.寝現場のa魯電車のため

に.工イジフレンドリー補
助金をご活用〈ださいー

設備の改

. ~ 

滑らす濠ねない酷@お側Tで倹週t
手すり@岨・ゃ.. 憲司t~.・Uて安心 t

句 d戸、.

着陸寝理由績の改魯等のため

に.工イジフレンドυ-補
動会をご活用<~さい.

' 
国毘在国

軍m~
回出掛

0設備の改善
階段に手すりを付ける、段差にスロープを付けるなど、転

倒防止措置を講じること。

0工イラフレンドリー補助金
.受付期間:令和 3年10月中。
-高年齢労働者の安全衛生向上のための設備導入等に対して
その半額又は100万円のうち小さい額
・交付要件:中小企業等であって、 0歳以上の高年齢労働者
を雇回すZ重量者。 ---←

※ただし、競争的補助金なので、企業規模等により、交付要
件を満たしていても交付できない可能性がある。
-交付例

主主旦 ".AD三芝の設置
リアステップ・サイドステップの設置
新型コロナウイルス感染症対策としての空気清浄機の設置

-
『

-
T
 

-' 

I一…|転倒予防のために 1 
適切な「靴jを選びましょう 1 

-<“・
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，. .. ・r:;・)#yる餓E安全性1:i.，...!IlD:瑚況に蕗じて後必られていまl.
$t芯《安全径を・.MTるために健局コ..~・分にλれる)&':庖〈必・がない伶'.1・喝のn・e
で司5.鮒燭慌を繍廟レ松りれば勾ら律いことがあります.

，，~曙".先;(;λりa壇金総やプロスヱーカーであれば.訟Z暗示で.鴻宅霊t:幅11で・U:~
肌免芯入りで訟も唱IU・';;;;.~.濁性従葡宮司，ることFで，持管ん.
そ咽・剛志下包のメー1)-へZ篭圃<AC!¥，、. 

. ・a瑚況に.合yd.... t鮒ず't"tlldょう.以下の・目、俳句伝・!I<<榊貧扇風・Sご釧訓〈限定、、

-押.中に皿a・竜・".!li:とが E・作車中や押慮植E本竜・0・うZと
"11'こG1n5'6~

d 
*UI"'~_. -=  
人工a・a・:1-置です

a 

33 



危険の見える化

ぞち

危臓の周自が櫨か.sJl
て奄わかヨ~Q)'で、 ..  
やケガが鋪り'*した

.~~I. -

危険の「見える化jは、職場の危険を
(=見える化)し、従業員全員で共有すること。

=今転倒のおそれのある個所が分かつていれば、慎
重に行動することができる。

職場の中で転倒災害が多発している箇所及びそ
主しと状況的に近い箇所は、 危瞭ステッカーCf¥!!.-O

-喧りなと、により従業員全員で情報を共有じで安全
意識を高めることが重要。

転倒危険!

[コメント]

明.

転倒危険ステッ力一の例 34 

l ( 転倒災害の基本的な防止対策 l 
危険の見える化

.~#I .. ・
場のあんぜんサイト 理謡抱
E危険筒所の看E，JE2専の危険の a罰百~.[

買える化Js r.通巨盟~
砕彰考にしてください事 目前骨寄

危険の「見える化jは、職場の危険を可視化
(=見える化)し、従業員全員で共有すること。

=今転倒のおそれのある個所が分力、っていれば、慎
重に行動することができる。

職場の中で転倒災害が多発している箇所及びそ
れと状況的に近い箇所は、 九-.マノプの作fなど
により、従業員全員で共有することが重要。

く危険マップ及びマーカーのイメージ〉

35 



l 

危険の見え否化

~ 

."，.-

勉腕o.wが櫨f11-5
てもわか~øで、事鎗
やケが耕輔り..した

-#，島 ー

鵬のおんぜんザイト 回忌盟国
E伶険問所の表示等田危険の 3
I見える化JJ 日
響寄にレてください， 田島号一-

危険ステッ力ーをどこに貼るかの検討、危険マッ
プの作成時は、 従業員参加のもと話し合うことが必
要(安全衛生委員会等でも可) 0 

<危険マップの作成・使用方法>
①職場の平面図を用意し、職場内の危険な箇所や危険な作業に
ついて、従業員参加のもと洗い出し
【洗い出す箇所の例】

・過去に災害が発生/ヒヤリ八ット事例が多い箇所
-危険予知活用/リスクアセスメン卜で注意が必要とされた箇所
や作業

②危険を回避するために従業員が注意/守る必要があることを全
員参加で検討。

③職場マップに危険箇所を明示し、危険マップを作製。危険箇
所を示すため、マー力ーを貼り付ける。
※危険箇所には危険ステッ力ーを貼ることも同時に決める

④危険個所について順守すべき事項也記載。

⑤作成した危険マップは、休憩室等に掲示。
、・、 36 

FI川町一 転倒災害の基本的な防止対策

四倒・

予防体

L1r 明

田~田
YouTubeで.ti倒，腹痛 百軍配四ー
の予防に役立つ fいきいき 治辱砕可'，==，，~

儲 jをご旬ください.田届E軍

L事曾足..し

転倒災害は、身体機能の低下ち発生要因の 1つな
ので、体操を行うことも重要。

※厚生労働科学研究費補助金 fエビデンスに基づいた転
倒予防体操の開発およびその検証J (松平浩)により、
体操プログラムを開発し、公開。
https: / /research-re. ip/proiects/view /1044265 

局司均p

-・・・・・・・・・司帽姐腫曲・ー圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・
37 
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11ビデンスに基づいた転倒予防体操の開発およびその検証 l
0研究目的
個人の身体機能にアプローチする転倒対策は重要であるが、転倒予防体操に

関しては、どのようなメニューが適切か明確化されておらず、現場での体操実
践ち浸透していない
=今産業衛生や整形外科、リハビリテーション分野の専門家が文献的工ピデンス
もふまえて転倒予防体操の新プロク、ラムを開発・普及すること。

0研究方法
・転倒対策としての職場での体操の実施状況について、調査
・3FEスチール西日本製鉄所での体握2実施状況、転倒予防効果について調査
・労働者の転倒リスクの個人要因、介入研究や職場での体操等による介入事例
について文献調査
-専門家の協議により、腰痛予防ち加味した転倒予防体操の新プログラムと普
及のためのツ-)レ作成
-体操を労働者に 3力、月行ってもらい、新プログラムの実行可能性や効果を検
討するために、前後でアンケートと身体機能テストを実施

、司、

38 

|工ビデンスに基づいた転倒予防体協開発およびその検証

1>1'?結果と考察
・転倒防止を目的とした体操の実施率は事業所レペルでの調査で 50/0、製造業
の個人レベルでち50/0以下と低力、った。 JFEスチールでは職場体操導入以降、腰
痛が減少し、 50歳以上の転倒ち減少傾向がみられていた。
-労働者の転倒リスク要因としてはバランス能力や歩行機能の重要性が報告。

介入研究の内容は、侍立診建ε又2ρ、で ヲレイヌなどで、分
入後バランス能力や歩行速度の改善が見られた。職場での体操メニユ一は、、慣

C噴B鵬2虫耳算hLL恩墜亙天EEEう》チ、 尉 定立芦、感王L丹クぎ莞立ち♂ 重立言、
C又口=ズクワッ 診などであり、転倒やヒヤリ)\~汁力九減少じた左報告7
・転土陪防体操のメニューは、肩、 EL空、股、足の関節の可動域向上のため
の動き、腸腰筋、アキレス腿ストレッチのためのランジ、体重移動のための4
方向へのランラ、猫背改善切ための胸郭や穴志ストiリングスの2トレッチ、下
肢筋力強化のための叉己とスヲヲb卜、目動百両証言詰昆J変ヲシス省主jJ向上のた
めのぢま先立ちと財定II1":3/骨粗意症対策としち鍾骨を刺激する躍おとし。

一 、 一一
.上記ヌ三二iーの順番を決め、 弓芦間企塾J!iを作成・公開 0

・体操導入前後の評価が終了した2社の従業員23名で藍畳l金ヒ¥71))¥'.Yトの有
意差はなかったが、ぐ妻体機能テストは優位に改善。ダ
・転倒予防体操を行うことで、下辰あ蘭蘭司動域や下肢、体感の筋力が向上する
ことが示唆。

39 



lエピテ、ンスに基づ、し1た転倒予防体操のT開発およびその検証 1
0結論

・体操実施により、身体機能テストの結果が改善し、下肢の関節可動域向上や

筋力強化につながった。

・労働者の転倒の個人要因への介入を目的とした転倒予防体操の普及拡。皐集

機能の向上に有効である可能性が示唆。

ハ/ホリ汁 1

も月刊中 子比五つ 1

¥(u¥Cl ~~CL.-二 ωA内 ドヲィ?μ 40 

F 摂罫宮ZTr7ーーー
05 TOP!転倒災害特設サイト(職場のあんぜんサイト)の活用
・サイトで公開されている効果的な対策、視聴覚教材、好事例の活用等

転倒・腰痛防止用視聴覧教材 (YouTube(こて公開)
転倒・腰痛防止用視聴覚教材

~飲食盾、小売業向け転倒・腰痛防止用視聴覚教材社会福祉施設向け転倒・腰痛防止用視聴覚教材~

f見える」安全活動コンクール
f転倒災害jを防止するための「見える化J~事業場における優良事例を公表

-I~Æ竃祖伝庄司If.UIiJJ凶・・・・・

-';'~'，_--'oIベ _:_.r!.!":-'-

回ヨ0:=・・・・歯医盟"""""・
fii!l事担煎@抱嶋崎鴻リφT<1tみ列レゃYL'、
"'.，芝、務リi主@テープヨ.~ぴトラテープを騎ヲた.

また.夜・の...とUてA・曾勾ノヲーおよび'&If'.
発テープ哩脇り見える化・... 

金調置色:.芝インフラシステ&ズ(11)聞西支祉

.. ..極貧.. 

154; 



令和 2年度「見えるj

|志望同展段尚まずき防制定:ぅ三
.. 

、司、

[察当言明弘前回第三 ι

株式会社竹中工務庖東北支庖

頼回毎至空券を講むた制よい

42 

| 転倒災害対策の好事例 l 
令和 2年度「見えるj安全活動コンクール優良事例

(護者事由尚早える犯 -三主.

株式会社サザキ 宮城事業部

設信の改善!こci=.り、より具体的に危険防.1-:h'¥

司能となる

i!出合事白鶴は急転倒白山 I 

旭化成メディ力JL，MT疎式会社

蜜突のりスヲを減らす工夫

認

43 



.，. .' 

腰痛防止対策

、.
ー.‘ . 44 

職場における腰痛(r動作の反動・無理な動作J)の E 
特徴・基本的対策 目
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し一 腰痛予防の労働衛生管理とは

労使:衛主管理体制の整備

τ五五盃言明
(作業方法、作業手)1慎、体制など) 時

時

局

時

L 

f 

ぎ健康管理

に(腰痛健診、腰痛予防体操など)

導回
目育教

一
5
抑

t
F
-
こ

一
教

町

一
生
防

衛
予

一
一四

時…

五
句
、

J
t

、

f
 

腰痛が発生しやすい作業をしない
よう検討する。

当該作業を行うに当たり、』裏痘{lL
リヌイ7手y-"""FLfス土ろ担備前器等を

行う。

当該作業を行っても腰痛を発症し
ないように、体力由卜表行弓 A

上記腰痛予防対策を労働者に教育
する。
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職場における腰痛の基本的な防止対策(例:介護現場11
-.. 

腰痛が発生しやすい
作業をしないよう検

討すること 0 ・ゅ

腰痛発症の危険が大きい介助方法

人力による抱え上げ1ま行わない

←juか9t包えまうげ
て移乗介助

座り直しの介

助で後五且与
引き上げ→

d'  m淀殿 JapanIndustnal蹴 ty&He醐Ass醐蜘

46 

[ 職場における腰痛の基本的な防止対策(例:介護現場11

腰痛が発生しやすい
作業を行うに当た

り、リスクを下げる
よう設備改善等を行
うこと。

-

リフト、スライディングシー

三事を導入し、抱え上げ作菜を抑制

中 小企業れ峨以上のー働者 を雇用する事業場については脇
工イラフレンドリー補助金を活用可能。 塁概;揺E

回出邸
47 



| 職場における腰痛の基本的な防止対策(例:介護現場11

てj qj 

国駐1:田
YouTubeで ‘ 闘IJ.腰痛 ill!I7!量目悼
の予防に役立つ fいきいき 靖舟田均E持昌
信濃体捜 1:をご4ください. 恒1直面壬主事手

腰痛予防には、身体機能を向上さぜることも重
要。

=今転倒予防のため、体操を毎日行うことが重要。

.' 

L...1.省陶ι

内

48 
転f!j腰痛予防 !rいきいぎ健康休時j

lh職場における腰痛の基本的な防止対策(例:介護現場iII

0労務担当者等が、腰痛防止のための知識 Oそれぞれの労働者に対して、事業
を得て、それを事業場内で教育することが場で繰り返し注意喚起することが重

重要。 ， 由一 要。

r.趨におげる腰痛予防対策指針』の官官汲

促進を笥的としたWESザイトを‘保置寄

生娘を対敢に開ZIいたしました.繁務によ

る鹿繍:封書Eのヨち‘ S割以上が保信寄生S置
で発生しています.介護.鰭等混入時や

韓民研留で惨事号にしましょう.

令朝3奪10sl0s(臼}

~令和4年3月末

島譲窺総命箇磁謬弱電
留到。箆霊詑ω宙定鋭部建議運詣々 定掛億
積雪~お側習す

S窓雷窃臨機譲調~島
~[þ，&~ 

社会福祉施設向け腰痛・転倒防止動画
一九

、¥

ht句書官lIyo旬u-yl曲 O.∞m

. 5'四マ冒!I~脅かm::rlO.同心血11るも申を置んで視・でi!lrY.

. '"マートフaンやタ:1v"ト砂5も揖・!ζ勘置をlIIIn/守.T.

. 介恒申聾唖で、 贋曹司~Q:く，た障の寓種酎Q:主主司聖廟介lAJT.

. 作咽・両町由畢本'珊1:..信理省闘げ由'JI'JII・申2・・~T...嘩曹・110乙商廿賢輔をダワンローFで置ます.

~司そ竺りL
口 μ~-n今f

う威溜室、 49 



| 小売業における転倒・腰痛の防止対策 l 
ローまへ人材確保のためにち

安全・安心な施設づくりに取り組みましょラ

小売織における労働災害{年間総15341件)

安全・安心な鎗置づ〈りのために、裏薗の対策に取り組みましょう

う厚生労働省日品包同町

l 利用 i 
転倒腰痛の一一一一l

下記の対策に取り組みましょう
作業寝所の

清婦

手すりの
殻

一人介助の

震止

毎日の彊動

滑りにくい
緯の活用

う厚生労働省l:..::..詰--

量新機器初

導入

[事11誤記弘司?官宇品圏I
、
・、

50 

作業場所の
清婦

1)-盗事業Iζお付る労働災害

・ 介護労働者を含む社会福祉施訟の労働災害は漉痛などの

『動作の反動・無理な動作j が ~' 1.. 次いで転倒が ，:1

9・.

介護業における転倒腰痛の防止対策 1 

- 介護労働者の不講などでj.，食 二、と答えた方1;;:29.

・ 介護労働者の満足度を重視する企業ほど ゆ との
2主計錯累ちあります

入手がEつ主主い

仕事司容の謡こ賃金が低い

- 厚婦などは介動作集で発生じた曹が

- 休業 1か月以よとなる者は、転倒で1，，11%、腰痛などの f動作の反

動・錆理な動作』 で4

その位
交通事法

6崎

霊草・重言調書 6% 
8% 

l 利用者職員の
転倒・腰痛のない施設づくりのため
下記の対策に取り組みましょう

毎日の遭動

協
・

2
7
h
 

m
m

日
』

一人介助の
禁止

鼠新線慌の

導 入

「一一一…一向宇品尚一明王、介お自の尚一町一 臣爾1
iーコK/J:つ E叩 1認しくは乙ちらを!.iI!II!'.If.Il圃園時幽 I

の摩生労働省~""'..:-:.""!:...-

51 



、

事務所衛生基準規則の改正

O トイレ設備

、
・、

事務所衛生基準規則の改正の経緯

黒件用と女性用と存区別して設けあ原則、設置すべき便所の便房数の基本的考え方

は維持。

男性用と女性用を区別しない四方を壁等で固まれた一戸の便房により構成される便

所(独立個室型の便所)については、条件を満たす場合は 1つの便所として取り扱

つ。
少人数の事務所においては、独立個室型の便房からなる 1つの便所をもって足りる

とすることも選択股に加えることが妥当。

52 

それ以外の事務所においτ、男性用便所、女性用便所に加えて設ける独立個室型の53

I百百巳ぜて-1 ....... i'J、I百百巳1- 1 守 F 官n11 +π ニ:: L. -I-.~'i朽丘三



事務所衛生基準規則の一部を改正する省令案概要

くこ 照度の基準 二〉

O作業の区分を「一般的な事務作業j 及び「付随的な事務作業Iの2区分に変更。

0照度基準については、一般的な事務作業においては300ルクス以上、付随的な事務作

業においては150ルクス以上とすること。

現行 改正案

作業の区分 基準 基準

精密な作業 300ルクス以上 hh •• F 

300ルクス以上

普通の作業 150ルクス以上

組な作業 70ルクス以上
h • v 

70ルクス以上

司、.、

事務所衛生基準規則の一部を改正する省令案概要

くこ 便所の設置基準 二〉

0男性用と女性用に区別し主畳釦まることが原貝IJ。

0同時に就業する労働者が常時10人以内である場合は、便所を男性用と女性用に区別

することの例外として、独立個室型の便所を設吐益ことで足りる。

0男性用と女性用に区別した便所を設置した上で、独立個室型の便所を設置する場合

は、男性用大便所の便房、男性用小便所及び女性用便所の便房をそれぞれ一定程度設

置したものとして取り扱うことができるものとする。

※男性用大便所又は女性用便所の使房の数若しくは男性用小便所の箇所数を算定する

際に基準とする当該事業場における同時に就業する労働者の数について、独立個室型

の便所 1個につき男女それぞれ10人ずつ減ずることができることとすること。

【現行】

・男性用大便所の便房の数は、男性労働者60人ごとに 1個以上

-男性用小便所の箇所数は、同時に就業する男性労働者30人以内ごとに 1個以上
・女性用便所の便房の数は、同時に就業する女性労働者20人以内ごとに 1個以上

S4 

司独立個室型の便所 1個で上記人数の規定が10人ずつ減ずることができる。 55 



事務所衛生基準規則の一部を改正する省令案概要
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電離放射線障害防止規則の改正

57 



放射線業務を行う事業主の皆さまヘ

厚生労働省では、 「電離放射線障害防止規則J (以下「電離則J) 

と「電離放射線障害防止規則第3条第3項並びに第8条第5項及
び第9条第2項の規定に基づく厚生労働大臣が定める限度及び方
法を定める件J (以下 f告示J)を改正し、舎利3年4丹市おも施
行・適用します。 一

今回の改正では、眼の水晶体の被ばく限度の見直しなどを行っ
ています。

事業者の皆さまは、改正後の電離則および告示に基づき、労働
者の電離放射線障害防止のための措置を講じるよう、よろしくお
願いします。

、・、

11放射糠務従事者の眼の水晶体に受ける
等価線量の限度の引き下げ

2 線量の測定および算定方法の一部変更

3線量の測定結果の算定・記録・保存期間
の追加

』ーーーーー

4 電離放射線健康診断結果報告書様式の項
自の一部変更

ー-1-ー一一ーーー ーーー

5 上記 1に関する経過措置
L-ー一一一一一ー

(官軍隊貝9第5条)

(21離剣第8条・告示第3条)

(電磁則第9条)

(11M則犠式第2号)

{改正電車版。附則)

※下線部は改正内容

|線量の測定および算定方法の一部変更 I 

58 
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放射線業務従事者の眼の水晶体に受ける等価線量は、 3か月ごと、 1年ごと

怠よび5年ごとの合計を算定・記録・保存することが必要です。

よ記 1に伴い、受診労働者数の欄中 f眼の水晶体の等価線量による区分jの欄に

関する項目が、 f20mSv以下の者j、 r20mSvを超えSOmSv以下の者jおよび

「SOmSvを超える者』に変わります。また、全区分の欄に f検出限界来満の者j

の項目が追加されます。

l目~記 1 (こ関する経遇措置 | 
会主/'/l望鐸師※口いては、眼の水晶体に受ける等価線量の限度を以下のとおりと

¥¥.1- します。

/'Jt1. ' ・眼の水晶体に受ける等価線量の限度

};{; 令和問月 1日~側5年3月31日の岡 崎町内事蜘駒
1 

t ・令和5年4月1日~令朝8年3月31自の間 3年間lζ・コき60mSvおよび1年困(;:っき50mSv

りい ※醐鱗務従轄のうち、遮蔽その他の適切な放射線防護措置を講じてちなおその眼の水晶体に受ける

等価線量が5年間につき100mSvを超えるおそれのある医師であって、その仔う診療に高度の専門的な

知識経験を必要とし、かつ、そのために後任者を容易に得るごとカfできないちの.

溶接ヒュームによる
健康障害防止対策

60 
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溶接ヒューム等に係る健康障害防止対策の概要

くここ 溶撞ヒユームとは 二二〉
OJ7二2澄接により生心た蒸気が空玩中で凝固した国体の粒子 (粒径0.1'"'-'11Jm)。国際がん研究機関(IARC)では人

に対する発がん性があるグループ 1に分類。現在溶接ヒユーム中の発がん'性物質が何かは研究中であるため、溶接

ヒユーム濃度については童主盟主マン刀ンの濃度で測定することとしている。
0令和 2年4月に、溶接ヒユーム等による健康障害防止措置等を定めた改正労働安全衛生法施行規則、特定化学物質障
害予防規則等が改正(施行は¥ 守 e ーロヘ1伸 :11""、 (後述))。

ーリの適用範囲の定義と例示

0本規則等改正で対象となる作業は、溶接ヒユームを製造し、取り扱う作業であり、 アーク溶掻、アークを用いた溶

d 、力ウランク作業等。総称して 「勺ープ.，..，を笠佳品 という。
自動溶接を行う場合、金属アーク溶接等作業には、自動溶接機による溶接中に溶接機のトーチ等に近付く等溶接

ヒユームにぼく露するおそれがある作業が含まれ、トーチ等から離れた操作盤の作業等は含まれない。

0金属アーク溶接等作業を行う場所(以下の3種類)によって、行うべき措置が異なる。

【金属アーク溶接等作業を行う場所]

-継続して行う屡内作業場・・・建屋の側面の半分以上にわたって壁、羽目板等の遮蔽物が設けられて

いる場所文は刀ス、蒸気文は粉じんがその内部に滞留するおそれがあ

る場所であって、金属アーク溶接等作業を向し場所で繰り返し行う場所

一般的な例)金属加工を行う工場(工作室等)
-屋内作業場・・・建屋の側面の半分以上にわたって遮蔽物が設けられている場所文はガス、蒸気文は

粉じんがその内部に滞留するおそれがある場所であって、金属アーク溶接等作業を
IPJ _.，i旦凶'L _ff白昼U場所

一般的な例)溶接作業を行う内装工事現場、船体内部の溶接現場(同じ場所で繰り返し行わない場合)、補修作業等

・屋外作業場・・・上記以外
一般的な例)壁等が未施工で構造物の溶接を行う建設現場、船体外部の溶接を屋外で行う現場

o r常時従事する労働者J (健康診断で関係。この場合位、金属アーク溶接等作業の常時性)

← 4ー その業務に従事する、又は 定の期間ごとに皮rしてその業務に従事する労働者

溶接ヒューム等に係る健康障害防止対策の概要

c::::::::士T 溶接ヒユーム等に係る健康障害防止措置(主なちの)とその適用範囲 竺::::=:::>

62 

健康障害防止措置(施行日) 継続して行っ屋内作業場 屋内作業場 屋外作業場
..---ー¥

1健.C持康i穆診準断監の対象監の実施 (令和の3りじん具目健1日)
O O O 

者は現時点で 診受診者 等

2.特定化学物質作業主任者の選任(令和4年4月 1日) O O O 

3.毎日 1回以上の掃除(令和3年4月 1臼) O O × 

4.全体換気装置等による換気(令和3年4月 1日) O O × 

5.溶接ヒユーム濃度の測定(令和4年4月 1日)米1 O × × 

6.有効な呼吸用保護異の使用等(令和4年4丹 1日)※ 2 O O O 

7.呼吸用保護具のフィットァスト(令和5年4月 1日) O × × 

8.その他必要な措置(令和3年4月 1日) O O O 

※ 1 現に金属アーク溶接等作業を継続して行う屋肉作業場においては令和4年 3月31日言でに溶接ヒュームの濃度

測定の必要がある。
また、中小企業については、溶接ヒューム濃度測定に対して補助金がある(有害物暴露防止対策補助金)。

補助金交付団体((公社)全国労働衛生団体連合会HP) =中

※2 現時点でも粉じん防止のための呼吸用保護異の着用は必要。 警護 63 
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石綿による

健康障害防止対策

、・.
‘ 

.' 

改正石綿障害予防規則の概要(改正事項のみ記載)

石綿飛散の危険性
砂低

レベル3建材
スレート、 Pタイル等
その他石綿含有建材

けい酸JJJW)A板第1種(破砕時)
仕上塗材(電動工具での除去時)

レベル2建材
{石錫含有保温材、

耐火被覆材、断熱材)

レベル1建材

(石錦含有吹付材)

高4

計薗屈の労働基準監督署への 〕
提出(工事開始14日前まで) ~ 
(1. -̂)Uまで拡大) .... J j 

害への提出

作
業
開
始
前

65 

作業計画を作成し、それに基づく作業状況を写真などにより 3年保存 ) 

・集じん・排気装置の初回時・ 、ir
の点検

・作業前・ 作工中断Eの負圧点検 I : 
・隔離解除前の取りr:しr~i3
・負圧隔離 ・J1 

作
業
上
の
措
置



工事開始前の石綿の有無の調査(事前調査)について

1.事前調査の方法の明確化(令和3年4月1日"-J)

O対象は、工事対象となる全ての部材

O事前調査は、設計図書などの文書の調査及び目担主主る調査のこと。

※「目視Jとは、単に目で見て判断することではなく、 現地で部材の製品情報などを確評すること。

O 目視ができない部分は、目視が可能となった時点で調査すること。

O 石綿が使用されていないと判断する方法(製品の特定が前提)

-その製品のメーカーによる証明や成分情報などと照合する方法

-その製造年月日が平成18年9月 1日以降であることを確認する方法

O目視等によらなくても良い場合

-過去に行われた事前調査に相当する調査の結果の確認

・インペントリ確認証書が交付されている船舶のインペントリの確認

.着工日が平成18年9月 1日以降であることの確認

0調査不要となる要件

-木材、金属、刀ラス、石、畳等石綿が含まれていないことが明らかなものの工事で、切断等、除去または取り外し時に周囲の材料を
損傷させるおそれのない作業

-工事対象に軽微な損傷しか及ぼさない作業

・新たな材料を追加するのみの作業

・石綿が使用されていないことが確認されている特定の工作物の解体・改修の作業

“ 

工事開始前の石綿の有無の調査(事前調査)について

資格者による調査(令和5年10月1日"-J)

O事前調査や、事前調査で石綿含有の有無が判断できなかった際の分析調査は資格者が実施する必要

O事前調査を実施することができる者

-特定建築物石綿含有調査者

・一般建築物石綿含有調査者

・一戸建て当石綿含有調査者(一戸建て住宅・共同住宅の内部に限定。)

・令和5年 9月までに日本アスベスト調査診断協会に登録された者

0分析調査を実施することができる者

-厚生労働省が定める分析調査者講習を受講・修了考査に合格した者 等

石綿含有調査者講習の受講資格は、
-石綿作業主任者
・建築に関する業務に一定期間以上従事した者(学歴により期聞は変動。)
・行政経験(建築関係、環境関係、労働関係) 等

石綿含有調査者講習は、 都道府県労働局長に登録した宇一FZが実施
-現在、広島労働局では資格者が所属し、事前調査を外部委託等で実施可能な機関に対して照会を行
い、一覧として公表。

分析調査者講習の受講資格はない。

66 



工事開始前の石綿の有無の調査(事前調査)について

3.事前調査の結果の取級い(令和3年4月1日-)

O事前調査の結果の記録は3年間保存する必要

O調査結果の写しを工事現場に備え付け、概要を見やすい場所に掲示する必要

【調査結果の記録項目〕

-事業者の名称・住所、電話番号、現場の住所、工事の名称・概要

・事前調査の終了年月日

l・工事対象の建築物・工作物・船舶の着工目、構造

-事前調査の実施部分、調査方法、調査結果(石綿の使用の有無とその判断根拠)

( 工事開始前の石綿の有無の調査(事前調査)について

4.工事開始前の労働基準監督署への報告(令和4年4月1日-)

O 一定規模以上の解体工事等は、工事開始前に電子システムにより労働基準監督署への報告が必要

{報告が必要な工事】

-解体部分の床面積が80ni以上の建築物の解体工事 :;.o-e.外仇ffi(j
※建築物の解体工事とは、建築物の壁、柱及び床を同時に撤去する工事のこと。

請 負 金額暗扇舟ム彦工 よ いし7:-Q:...f~v-叫
※建築物の改修工事とは、建築物に現存する材料に何らかの変更を加える工事で‘あって、建築物の解体工事以外のもの

※請負金額とは材料費も含めた工事全体の請負金額。

-請負金額が100万円以上の特定の工作物の解体工事・改修工事

※特定の工作物とは、反応槽、ボイラー、圧力容器、配管設備、焼却設備、煙突、貯蔵設備、発電設備等

【電子システムで報告が必要な内容】

-事業者名称・住所・電話番号・現場の住所・工事名称・概要・工事期間

・事前調査の終了年月日、事前調査実施者の氏名、事前調査結果の概要

・石綿作業主任者の氏名、床面積や請負金額等

O複数事業者が同一工事を請け負っている場合は元請事業者が請負事業者の分ちまとめて報告

68 

O平成18年9月 1日以降着工の工作物の同一部分の定期的な改修は、一度報告を行えばその後は省略可9
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職場における化学物質管理の
あり方の見直し

、、

職場における化学物質管理のあり方の見直しについて

見直しの背景

70 

O化学物質による労働災害(がんなどの遅発性疾病は除く。)は年間450件程度だが、法令による規制
の対象外の物質によるちのが約8割。

O化学物質等による重大な職業性疾病(オルトートルイランによる腸脱がん事案等)ち後を絶たない状
況。

←特定化学物質等に追加されるとその物質の使用をやめ、代替となる規制対象外の物質に変更し、その
結果として労働災害が発生。

O特定化学物質障害予防規則等に基づく作業環境測定の結果が、直ちに改善を必要とする第三管理区分
とされた事業場の割合が増加。

O 諸外国(欧州、卜米国)では、 GH5分類で危険有害性のある全ての物質がラベル表示 .5DS交付の義務
対象であり、欧州では個別規制はしていないがリスクアセスメントが義務。

障害内容別の件数(重複あり)
件数

中毒等 限障害 皮膚障害

38 18 34 
特別規則対象物質 77 (18.5%) 

(42.2%) (20.0%) (37.8%) I 

作業環境測定の結果

有害作業の種類 第三管理区分の割合

H8年 H13年 H18年 H26年 R冗年

15 40 75 特別規則以外の so
114 (27.4%) 

(11.5%) (30.8%) (57.7%) 5交付義務対象物質

5 27 35 sos交付義務対象
63 (15.1 %) 

(7.5%) (40.3%) (52.2%) 外物質

10 46 116 物質名が特定できて
162 (38.9%) 

(5.8%) (26.7%) (67.4%) いないもの

粉じん作業 5.7% 5.6% 7.4% 7.7% 6.6% 

有機溶剤業務 3.8% 3.3% 4.3% 5.0% 3.7% 

特定化学物質の
1.2% 1.2% 2.9% 5.7% 4.2% 

製造 ・取扱い業務

68 131 260 
合計 416 

(14.8%) (28.5%) (56.6%) 
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職場における化学物質管理のあり方の見直しについて ) 

見直しの背景(現在の化学物質規制の仕組み)

具体的な措置義務がかかって

いるのはこの範囲‘

発がん性等が穫認さ ._~ 

れた物質について、
専門家の検討を廷で
特化則tこ追却
》長2007隼以陸29窃貧這ii:.

8 | 物 製造・使用等の禁止
質

副首..- - -- -- -~一 、
1123 

r ~ 1674 I--扇面ぷ… 11 ラベル表示義務
L~ _ __~~品 ---~-JI SDS交付義務

許容濃度文は 量 i - 1lリスクアセスメント義務

ばく露限界値が示されて
いる危険 ・有害な物質 一般的措置義務)

-EE---J ※具体的な措置基準なし 1，一一一一一一一一一一一--j

l山一;GHS分類で
撃 る発散抑制 ラベル表示努力義務 1 
2 1・保護具の備え付け ~ i SOS交付努力義務 l 

危険性 ・有害性がある物質
初 i j i リスクアセスメント努力義務 l

=今労働災害の約8割の原因となっている、具体的な措置義務のかからない物質の管理のため、厚生労働
省において、令和元年9月から令和 3年7月まで、 「職場における化学物質等の管理のあり方に関す
る検討会」を開催し、有識者により検討し、令和3年7月に報告書を発表。

職場における化学物質管理のあり方の見直しについて

2.化学物質規制の見直しの方向性

O検討会報告書の内容で、厚生労働省で政省令改正の準備中(時期等は現時点で未定。)。

72 

O方向性としては、特定の化学物質に対する個別具体的な規制から、 f..i.除J官・有害性が確認されたすべ
に対して 圃 竹 川 、 盟 副 * " .，.. 1- "7!. _.::c 

<新たな仕組み (自律的な管理)のポイント>

べ 示 こよるG附問険性有害性が確認された
づけ

ての物 Tに、以下の事項を義務

-危険性・有害性の情報の伝達 (譲渡 ・提供時のラベル表示 ・SDS交付)

.リスクアセスメント の実施(製造 ・使用時)

-労働者が吸入する濃度を国が定める管理基準以下に管理

※発散抑制装置による濃度低減のほか、呼吸用保護具の使用などもばく露防止対策として容認

※管理基準が設定されていない物質は、なるべくばく露濃度を低くする義務

-薬傷や皮膚吸収による健康影響を防ぐための保護眼鏡、保護手袋等の使用

・労働災害が多発し、自律的な管理が困難な物質や特定の作業の 止・許可 11を導入

・特化則、有機則で規制されている物質 (123物質)の管理は、 -aa~- ~に自律的

な管理に移行できる環境を整えた上で、個別具体的な規制(特化則、有機則等)は
廃止することを想定 73 



職場における化学物質管理のあり方の見直しについて

2.化学物質規制の見直しの方向性

O検討会報告書の内容で、厚生労働省で政省令改正の準備中(時期等は現時点で未定。)。

O方向性としては、特定の化学物質に対する個別具体的な規制から、 危険性・有害性が確認されたすべ
ての物質に対して国が定める管理基準の混成を求め、その手段は限定しない。

約2，900物質 (国がモデルラベル・ sos作成済みの物質)

数百物質 数万物質

ノL一一一1I 国のGHSヂ顎γより危険性・有害性が確認された全ての物質(!Ëが指定 ~"J""'IIU./. ""'J'''' (JOI. -~ I~~I~ n I 

、γ一一i11国がばく露限界値を設定した物質| しIf<空史瞥主主竺俊一3

固によるGHS未分類物質 E 亘

佑険性 ・有害性情報が

ラベル表示.SOS交付による危険性・有害性情報の伝達 。ヨ

SOSの情報等に基づくリスクアセスメント実施

ばく露濃度をなるべく低くする
措置を講じる ※ 

製造・使用 l lE ぱく露濃度を「ばく露限界値」
等の禁止、 l ii| 以下とする ※ 

許可制等 l 製造、 a ー

使用時

少ない研三日月が多い)物量~

iラベ峨示・ SDS刻努力義務i
i--四回・・・・・個開国'・ーー---自由--ー可

i リスクアセスメン卜努力義務 iL_______________________聞 J

r-----------------ー・・・・・・可

iばくZE農度をなるべく低くす l
i る措置を講じる努力義務 i 
1.._圃・・・・・・・"“・・・---------_.. 

皮膚への刺激性・腐食性・皮膚吸収による健康影響のおそれがないことが明らかな物質以外の
全ての物質について、保謹眼鏡、保護手袋、保護衣等の使用

、
時 • ¥ 

事業者に措置義務がかかる範囲 74 
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職場における化学物質管理のあり方の見直しについて

化学物質規制の見直しの方向性

O検討会報告書の内容で、厚生労働省で政省令改正の準備中(時期等は現時点で未定。)。

O方向性としては、特定の化学物質に対する個別具体的な規制から、 治険性・有害性が確認されたすべ
ての吻質に対して口が定1ちる管理詰皐の達成を求め、その手段は限定しない。

製造・使用
等の祭止、

許可制等 1 製造、

使用時

約2，900物質 (国がモデルラベル・ SDS作成済みの物質)

数百物質

ラベル表示 .SOS交付による危険性・有害性情報の伝達

SOSの情報等に基づくリスクアセスメント実施

ばく露iI度を「ばく露限界値」 ばく露濃度をなるべく低くする
以下とする ※ 措置を講じる ※ 

数万物質

国によるGHS未分類物質

位険性-有寄世情報が
少ない杯明が多い)物関

わ ベ 嚇・限付努力翻i
i----・・・・・・・・・・ーー・・・・・・・・・3

i リスクアセスメント努力義務 IL_____ーー・・ーーー-ーー・・ー・ー・・・陶J
r・・・輔旬酬・-------------ー・・・・可
jばく露農度をなるべく低くす l
i る措置を講じる努力義務 l L________________________~ 

皮膚への刺激性・腐食性・皮膚吸収による健康影響のおそれがないことが明らかな物質以外の
全ての物質について、保護眼鏡、保護手袋、保護衣等の使用

、・、
業者に措置義務がかかる範囲 74 
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